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まえがき  

現代において抽勤戦i版さ  
れでいることが注目される。／川内（1）は明治釧亀19  

68年までに日本冊行された480柳瀬顛末柘己をと  

りあげた稲生（2）の論文奄紹介している。   
第2次椒）日本榔あった米国と㈱ま最  

大のテご欄こ日雇戦争後のほとんdま日米戦争をとりあ  

げている。この内で見落とセないのはI太平洋戦軌（3）  

と「次のづ軌、「興亡の比」軌（4）であり、実際の日米  

の戦争はこのシナリボ沿って進行した   

また米日の作戦部のシナリオとして“オレン瀾’と  

“麒酢蘭’（5）がある。前掛脚こ、一  

脚こなったかi動力ミやカ脚建とと  
もi肺シナリオ悶仕って展開されも後柳よ  

山本五－†フ切封こよって破棄されたが2年後はるかl出きな  

戦力差となった脚こマリア爛軋lら  
爛ヒした。  

1、 日米戦争のシミュレーションモデル   

1，一1日米戦争の発税‘  

この件につし細ざ萄汚れる。◆  

a）シ憾めくる日米の対立  

b）シ爛こよる日シの対立・戦争  

c）米国の日系移民に対する弾圧政策  

d）柳硝活し銅酎岐及   

1，2 日瀞屑開シナリオ  

この附こついては次の展開シナt」オがiモ通しnゝも  

a）－■初潮■：日本こよる比良グァム島の占箭  

b）中期：消耗戦となり日本は封鎖され説  

ハワイ日系ん瑚話し  

c）未開：淵群槻隊と日本㈱艶  

日本磯  
d）結果：米劃のヒヒ毎再占蘭と日本の軌  

米のシナ市嚇澗  
米のシ髄鞘まシナリオ通りi讃親した   

2、 日欄画   
2，1日本7朗   
日脚劇鴨撃との柵鰍臨もうとし、敵  

丹那耐拘上とともに決櫛ま日本柑、ら、次  
親潮瀞つっていったが＝桝謝n剃こ目を酎ブれ徹  

海上親鰍d㈹勒耶った，  

1920年f棚巨：」触慨隋面  
1930年爛定：マリアナ比軌′J嚇  
1940棚：マリアナ、カロリン  

マ」シヤル群島   

2、2 脚   

オレン滑画（5）に依れば対日戦細よ  

潮酢戒され．／憫や、ハワイの醇基  

地膣摘など、第1次相断毎軍休日時代も一貫として進め  

られた日静観争後の酬掛の日本軌その後の豪  

メ帽脚潮境爵該きく司献した   

米摘も頓りして   

a）北方経路：アラスカ→アt」ユーシヤ瀾  

→千島列島  

■b）垂頓破：ハワイ→ミッドウェーー→ウ㌣ク→マリア  

ナ→比酬馬・五島列島  

ハワイ→日覇紳・  

五島列島   

c）南方経由：ハワイ→クリスマス島→ギ仙丹－ド→マ」  

シヤノレ◆カロリン十出納馬  

・五島列島  

があったが、細戦争はb、Cを混合したような形で進め  

られたこれとともI廟蜘こ着目し、海兵  

脚癒した（6）。   

オレン瀾嘩虹され日郭の接近に注意しで‘レ  

インホーイ職’（19：均力滞られこれ臓改正された  
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日米戦争シナリオ（その1）  

著者   バイウオーター   水野  広徳   

題名   太平洋戦争   次の一戦   興亡の此一戦   

出版年   （1925）   （1915）   ・（1932）   

l         l⊥J  シナ市場における日米の相克・   米の対シ反日煽動  

米国旗艦謎の爆沈   

シナリオ   1930，3～1933，2（35ケ月）   1920年代夏，短期  19罰句椚沖期、長期間  

パナマ運河爆破（1930，3）   グァム島占鏡   グァム，比島占領  
グァム島比島占領（1930，3）   比島占領難渋   ハワイ攻撃，相打ち  
ロシアの対日干渉   米，小笠原占領   東京空襲  

日シの戦争，日本封鎖   比島沖大海戦   経済封鎖  

ハワイの叛乱   日本評糊浄つも後半  満州の正体  

ヤップ島沖海戦（1932，11）  兵力不摘滅  決戦へ出撃   

米，比島奪回  
日米講和  

結果   南洋委任統治権を米国へ   一流国から東亜の   

小日本国に転落   

日米戦争シナリオ（その2）  

オレンジ作戦  実  際   
（1906～1941）  

11l  米国アジア政策と日本の反発   シナ事変の拡大，対日経済制裁  
米の欧州戦線への参加意思  

・海軍の戦争を第一義に想定   グァム、比島占鏡   （1941，12～1942，4）  
・艦隊決戦から水陸両用作戦   ミッドウェイ海戦   （1942，6）  

、、、櫛鰍）後 日榔を撃滅   ソロモン海戦  （1942，8～12）  
マーシャル群島占領  3ケ月   マリアナ海戦  （1944，6）  

沖縄攻撃  10ケ月   比島沖海戦  （1944，10）  

五島攻撃  19ケ月   沖純玉砕  （1945，6）  
ソ連参戦・原爆  対馬攻撃  20ケ月  （1945，8）   

結果  朝鮮独立、台湾を返還  
樺太、千島をソ連が略奪   
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